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1． は じめに

　中期 イ ン ド語 の 最新層 にあた る言語で ある ア パ ブ ラ ン シ ャ 語 （Apabhra螂 a）は，

6世紀 頃か ら 14世 紀頃 まで 北 イ ン ドの 各地 に おい て ，主 に ジ ャ イ ナ教徒 に よ っ て

使用 され て い た ．地域 的 に も時間的 に も比較 的広 い 範 囲で 使用 され て い た た め ，

種々 の 変異 を含 む言語 となっ てい る． しか し， 現存する文献の 大部分は t 現在の

グ ジ ャ ラ
ー

ト州 とラ
ー ジ ャ ス タ

ー
ン 州を中心 と した北 イ ン ド西部 にお い て作 成さ

れ ， また ， 主だ っ た作品が作 られ た の は 9 世紀か ら 12 世紀頃 とな る ．創作 活動 の

中心 とな っ た地域や 言語特徴か ら見 て ， アパ ブラ ン シ ャ 語 は北 イン ド西部由来の

言語で あっ た可能性が 高 い が ， 実際に同地域 の 近代語で あるグ ジャ ラー ト語や ラ ー

ジ ャ ス タ ー
ン 諸語 との 具体 的な 関係 に対す る言 及 は余 り多 くな い ．

　本稿 で は ， アパ ブ ラ ン シ ャ 語作 品が 多 く作 られ， また理論的に も整備 され た 12

世 紀 に お い て ， は じ め て 作 成 さ れ た 古 グ ジ ャ ラ
ー

ト語 の 作 品 で あ る

Bharates
’
varabahubalirdSa （BBR ） ［Jani・1994］ をと りあげ，

ジ ャ イナ教説話の 伝承，

使用韻律 ，そ して アパ ブ ラ ン シ ャ 語 と古グ ジ ャ ラ ー ト語 （Old　Gujarati） との 関係 の

三 つ の 点 につ い て検討 し， そ の 成立状況 を考察す る．

2． Bharata と Bahubalin の 説話

　BBR の 主題 は第
一

祖 師 リシ ャ バ （RSabha）の 子で ある バ ラ タ （Bharata） とその 弟

で ある バ ー
フ バ リ ン （Bahubalin）の 争い で ある． ジ ャ イ ナ教 の 神話 的 な偉 人 を まと

めた六 十三偉 人で はリ シ ャ バ を第
一

祖師，
バ ラ タ を第

一
転輪 聖王 として い る が ，

バ ー
フ バ リ ン は そ の 中 に は い ない ． こ の 六 十三 偉 人 で もない バ ー

フ バ リ ン だが ，

最古 の ラ ー サ作 品の
一

つ で あ る BBR にお い て 主要 人 物 と して 取 り上 げ られ て い

る．作者は 十二 世紀の ジ ャ イ ナ教徒の シ ャ
ー

リバ ドラス ー
リ （Salibhadrasiiri）で あ
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るが ，使用 され て い る言語 は古グ ジ ャ ラ ー ト語 と され， 当時 の 地 方語の 最初期の

使用例 と して も重要 な作品で ある． 第
一祖 師で ある リシ ャ バ の 息子で あるバ ラ タ

とバ ー フ バ リン の 物語は ，単独 の 作品となる の は こ れ が最初 で あるが， ジャ イナ

教 の 説話伝承 に おい て 重要な型の
一

つ で あ り，多 くの行伝説話の 中に採用 され て

きた．最初期 に 確認 され る この 物語 の 型 は 3 世紀の Paumacariya と考え られ るが ，

こ の 説話 は様 々 な行伝説話 に 挿入 され て い る O ． よ り後代 に 一般的に な っ た もの

の概 要 を前後 を含 め て 示す と以下の よ うに な る．

祖 師となる前 は王 で あっ た リシ ャ バ に は百人の 息子 と二 人の 娘がい た． リシ ャ バ が 出家

を決 めた際 長子の バ ラ タに王 国の全 てを譲 り，残 りの 九十九人の 息子た ちに は共 に出

家す る よう勧め た． リシ ャ バ が 出家 し悟 りを得 て ，神々 や 人 々 に ジ ナの 教 えを説 い て い

る問 に，バ ラ タ は 各地へ の 遠征 を続け， つ い に は最初の 転輪聖王 とな っ た． しか し世界

征服 を終 えたバ ラ タが ア ヨ ー
デ ィ ヤー

の都 へ 戻 っ て くる と，兄弟 の
一

人で ある バ ー
フ バ

リン は リシ ャ バ に従 わずバ ラ タ に抗 い ，自分 の 軍勢 を組織 し，兄バ ラ タ と戦争を始め る ，

両軍の 戦 闘は こ れ まで に例 を見 ない ほ どの 規模 に な り，両者 とも多数の 死者が 出る．そ

れ を懸念 した両者の 大 臣た ちの 懇願 に よ り二 人は
一

騎打 ちをす る こ とに なる，一
騎打ち

は 目に よる 闘 い ，海中の 闘い ，肉体 に よる闘い の 三 つ で 行 われ，最初の 二 つ はバ ー
フ バ

リン が勝利 した．三番 目の 肉体に よる闘い で もバ ーフ バ リ ンがバ ラ タ を圧倒 し，打ち倒

しそ うに な っ た瞬間，突如バ ー
フ バ リ ン は 自身の 行為 を後悔 し，領地 をバ ラ タに譲 り，

出家 し，最終的に悟 りを得た，

　細部の 描写に おい て 白衣派 と裸形派 の それ ぞ れ に属す る作者で 異 な っ た り， ま

た修飾要素が 増加 して い くこ と もあ るが ， 基本 的な筋は変わ らな い ．

3． 韻律形式か ら見た ラ
ー サ

　BBR で 用 い られ て い る ラ
ーサ （r五sa ，・rasa ，　rasau ，　ras 。） とい う形式 は ，

　 l　l世紀以前

の アパ ブラ ン シ ャ語文献には ほ とん ど見 られない ．それ よ り以前 ， アパ ブ ラ ン シ ャ

語作 品が 頻繁に 利用 して い た の は 韻律書 な どで サ ン デ イ
・バ ン ダ （sandhi ．bandha）

と呼 ばれ る 形式で あ っ た． サ ン デ イ ・バ ン ダ とは ， 同 じ韻 の 詩節 で 構成 され るカ

ダヴ ァ カ （kadavaka）を一 定数 まとめ て サ ン デ イ とした形式で あ る ．

　い くつ かの 詩論書や 韻律書に はサ ン デ イ ・ バ ン ダ と並 んで ラ
ー

サ
ー ・バ ン ダ

（rasa −bandha） とい う形式へ の 言及が あ り， これ が BBR の ラ
ー

サ と対応 する と考 え

られ る ［山畑 2014］． 12世紀の ヘ
ー マ チ ャ ン ドラ （Hemacandra）は文学理論書で あ

る 面 四δπ  戯 5αηα （de ）の 8．4 にお い て 歌謡 （geya）の
一

つ と して rasaka を挙げて
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お り， またその 注釈 に は次の 記述がある．

多 くの 舞踊 と結 び つ き，さ まざ まな ター
ラや テ ン ポが添 え られ る．64 の 2 ター

ラ を用 い
，

柔 らか な動 きか ら激 しい 動 きへ 変わ る もの をラ
ーサ カ と い う

2）．

　9 世紀 に Pau 〃eacariu （PC ） を作成 した と され る ス ヴ ァ ヤ ン ブー （SvayambhU）の

Svayambhtichandas（SC ）824， 25 で は よ り具体 的な言及が見 られ る．

　 ガ ッ タ
ー

律，チ ャ ッ ダ ニ カ
ー

律，パ ッ ダ デ ィ カ
ー
律 お よび他の 素晴 らしい 韻律 か らなる

　 ラ
ーサーバ ン ダは美文詩 の な かで も人々 を喜ばせ る もの で ある ，21 マ

ー トラで 終わ り，

　声 を落 とす， 14 マ
ー

トラで の 休止が確実なガ ナ の 終わ りで ある．素晴 らし い ラ
ーサ ーバ

　 ン ダは こ れで 完成する ．（各行 を）3 つ の 短音節で 終わ らせ れ ば よ り美 しい
3）．

　 こ の よ うな韻律書の 記述 に対 して BBR

の 韻律 は以下の ような構成 をとる，BBR

は全体で 202詩節で 14 の thavapiに分け

られ る ． ［JdnT　1994：54− 55］ に もとつ い

た BBR の 韻律
一
覧 を表 1 に示す． 第 2，

5， 7， 9， 10の thavaipiは末尾を vastu 律

（噸 tra律 ＋ doh豆律 ： 16 ＋ 12 ＋ 16 ＋ 12 ＋ 16 ＋

13 ＋ ll＋ 13 ＋ ll）とす る こ とで 共通 して い

る． 韻律書 との 関係 か ら見 る と， 第 4，

5， 7 の thavapiに 見 られ る carapakula 律

は SC が い くつ か示 して い る ghattaの
一

つ と
一

致 して い る が，他 に
一

致 して い る

もの は見 られない ．ke の 記述 の よ うに ，

ラ
ー

サ を舞踊 に用 い る歌の ための 形式 と

捉 えれ ば，例 えば 第 14　thavapiの 詩節 ほ

とん どが調子 を整 える
“

♂ で 終わ っ て い

る こ とと対応する．全体 として 韻律の 点

で は BBR は そ れ まで に整理 され た 韻律

をよ く利用 して い る が，サ ン デ イ
・バ ン ダ

に対置 された ラ
ー

サ
ー ・バ ン ダ とい う枠

組み には必ず し も従 っ てい ない と言 える．

〔h）山ava ロi 詩節 韻律
SvayambhU

　　に対応

11
− 1718
−4216

＋ 16 ＋ 13

doh 翫r巨

243
−7677
−78sorath

五

vastu

379 −8412 ＋ 10
485 −89caran 訓（ula ghatt亘

5go91 −9495
11＋ 10＋ ll＋ 10
carap 袞kula
vasnl

ghat伍

696 −98
　　　一
copal

799
−103104cara項 kula

vas 加

ghatt袞

8105 − 107cara ロakula，　copai

9108 − 117118
−119C

訂 aロa  la
，
　copaI

vastU

1012 〔｝− 136137
− 138rol

袞

vastu

11139 − 143rol盃
12144145146147148149150151152pa血kita　x　4

pa血kita　x　6

pa面 ta　X 　4

pahkita　x 　6

pa血kila× 4

paねkita・ 6

pa血kita× 4

pahkita× 6

pa血kjεa　x　4

13153 −189carap亘kulζ co 　 aT

1419 〔ト202sorath且

表 1．BBR 使用韻律
一
覧
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4． ア パ ブラ ン シ ャ 語と古グ ジャ ラー ト語

　複合動詞 も含め， 近代 イ ン ド語で は多 く見 られ る特徴 を含 むア パ ブラ ン シ ャ 語

は ， 北 イ ン ドの 広 い 範囲で使用が確 認 され る とはい え， 主た る地域 は北 イ ン ド西

部で あ り， 語 の 形態か らみ て もラ
ー

ジ ャ ス タ
ー

ン 語 や グ ジ ャ ラ
ー

ト語 に近 い ．

無標
回顧相

（完了相）
進行相 習慣相

未来
．e ！isai
−ihai

現在 一ai acchai 　v ＋ PPacchai 　v ＋ Partthakkai 　v ＋ Part

過去
acch ＋ PP　V ＋ PP

tha ＋ PP　V ＋ PPacch
＋ PP 　V ＋ PPtl 旧 ＋ PPV ＋ Pa質

図 1．アパ ブラ ン シ ャ 語の文法ア ス ペ ク ト （Bllbenik・1998： 116）

　中期 イ ン ド語 の 最新層で あ る ア パ ブ ラ ン シ ャ 語 に は ， それ まで の 中期 イ ン ド語

に はあ ま り見 られ な か っ た言語特徴 が多く含 まれ る 〔Bubenik　l　998：31］． その
一

つ と して ， 複合動詞 の 発達が ある．複合動詞が 受け持つ 機能は大 き く分 けて 二 つ

あ り，

一 つ は完 了相や 進行相 な ど比較的体系的 なはた らきをする 文法的 アス ペ ク

トで あ り （図 1）， も う
一

つ は起動相 （〜 し出す）や完結相 （〜 しきる）な ど， よ り

多様な形 で 動詞の 示す動作 の 状況 を表す語彙的 ア ス ペ ク トで ある ． こ れ らは 近代

イ ン ド語 にお ける動詞表現 におい て 重要な役割 を示す もの となるが， アパ ブ ラ ン

シ ャ 語 に お い て も多数の 用例が 見 られ る．

　 進行相

　japeri　siri　karapallava〔dharivi　thiya　　　　　　　　　　　　　　　　［KP 　28．3．2 （Bubenik　1998 ：109）］

　母は頭に手を置い た ままに して い た．

　起動相

　 daddura　ra “evi 　lagga　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［PC 　28．3．2 （Bubenfk　1998： ll2）］

　 蛙が 鳴 き出した ．

　特 に起動相 を示す動詞 lag （付着す る）， 動作 の 主体 に 向か う相 を示す動詞 le（取

る）は多 く使わ れ て い る． こ の よ うな複合動詞 に よ る ア ス ペ ク トの 表示 は現代 の

イン ド諸語にお い て も言語に よ っ て 程度の 差はあれ ， 広く見 られ る ． その ため ，

上 で 述べ た よ うにア パ ブ ラ ン シ ャ 語 との 関係が深 い と考えられる グ ジ ャ ラ
ー ト語
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は， その 歴史 の 初期段 階におい て ア パ ブラ ン シ ャ 語の 複合動詞の 発展 を受けて い

る と想定 され る．そ こ で ，本稿で は最初期 の グ ジ ャ ラ
ー ト語 を用 い て い る BBR を

対象 に複合動 詞の 調査 を行 っ た．実際に BBR にお い て 出現が確認 され るの は動詞

hu （コ ピュ ラ） と動詞 tha （立 つ ）の 二 つ で あ る．

hugadayadai

　gajadali　sThu 巨reoi　akala　abiha

dhasamasTya　hayadala　dh互i　bhadahadai　bhaya　bhadivai

bhdahadai　bhaya　bhadivai　bhuyabali　bhariya　hui　jima　bhTmbharT
tahirp　camd エacudaha 　putra　parabali　apiu 　naravai　nara 　narana 薮

vasamatiya 　namdapa 　vira 　visamarp 　selasarama 　dikh盈dae
rahu 　rahu 　re　hapi　ha4i　bhape　tU　apa ⊆1a　p互yaka　p巨dae　［BBI〜147］

象軍の 中で ，最前列 に お い て ， と らえが た く恐 れ を知 らな い 獅 子 の ように 叫んだ．彼 は

興 奮 して 騎馬軍 へ と走 りよ り， 勇猛 さで腕が （敵を）求め て い た．腕 に漲る力の ため に ，

勇猛 さに よっ て 腕が （敵を）求め て お り，Bhimbhariの ように充ち満ちて い た．そこ で 勇

敢 なチ ャ ン ドラチ ュ
ーダの 息子 は敵方の 王 に戦い の 呼びか けを行 っ た． ヴ ァ ス マ テ ィ

ー

の 勇敢 な息子 は堅 固な岩の 砦 を指 し示 した ，「踏み と どまれ ，踏み とどまれ，打 ち倒せ t

打 ち倒せ 」 と言 っ て ，鎧を ま とわ ない （？）歩兵 を倒 した．

th酉（th豆）
tava　sujarppai 　tava　su 　jalppai　bahubali　rau

appaha 　baha　bhaj亘rp　na 　bala
，
　paraha巨sa　kahai　kavapa　kr

−
jai

suji 　m 血 akha 蘭 睡a　pupa　avara 　dekhτbaravayai　ti　g鋤 ai

hu叩 ekallau 　samarabhari 　bhada　bharahesara　gh5i

bhaipjaurp　bhujabali　re　bhidiya　bh旬ba　na 　bhedi　na 　th豆i　［BB1〜104］

その とき，バ ー
フ バ リ ン王は言 っ た．「自分 の 腕 には力が な くなれ ば，他の 者が何 をなす

べ きか望み を言 うだろ う． その 他の 者を観察 して ，驕 りか ら叫ん で い る な らば，愚か で

無知で ある と （知 らせ る べ きであ ろ う）．強力な私 は戦場 に お い て よ くバ ラ タ を打 ちす え

た．ああ，私 は腕力で 戦 っ て 打 ち負か したが，兄弟 と戦 っ て は い ない ．」

b石hulika　bharahesaratapu　bhada　bha【興jaロτya　bhidiu　ghaqurp
surasEri

−
　bfihUbali　j巨u　bhadiu　te口a　tahiπl　phe6取a 重hfiu　　［BBR 　163］

バ ラ タの 息子 の 戦士 バ ーフ リー カ は打 ち負か され なが らもよ く戦い ．バ ー フ バ リ ン の 息

子ス ラサ ー
リ を打ち倒そ うと して い た，

5． 移行時期 の ラ ー サ文献の 特徴

　 こ こ まで説話内容と韻律 と複合動詞の 三 つ の観点か ら， グ ジ ャ ラ
ー ト語 に よ る

最初期の 作品 とされる BBR を見て きた．説話内容の 点で はバ ラ タ とバ ー フバ リ ン

の 物語 はジ ャ イナ教説話の 中で も， 筋が比較的単純で ， 兄弟の
一

騎打 ち とい う英

雄物語的 な要素 を含 ん で い る た め，英雄物や戦 争物 を好 みが ち な後代 の ラ ー ソ ー
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（248）　 韻律 と言語特徴 か ら見た BharateSvaraba
’
hubalira

’
sa の 成立状況 （山　畑）

文学 との 関係を強 く示唆す る 。

　韻律の 面 で は， 既存 の 韻律 を用 い て い る が， 必 ず しもそ れ まで の 韻律書 に ある

ラ
ーサー ・バ ン ダの 定義に厳密に則 っ て い るわ けで は ない ．

　以上述べ て きた よ うに
， 内容 と韻律 形式の 点で はそ れ まで の 伝統 と接続 させ る

こ とが可 能で あるが ， 言語特徴 に つ い て は状況 が異 な る． 中期 イ ン ド語 の 最新層

で あ り， 新 た な言語特徴 を含む アパ ブ ラ ン シ ャ 語 と近代イ ン ド語で ある古グ ジ ャ

ラ ー ト語は ， 複合動詞の 発展 とい う点で は必ず しも連続 した 関係 は確認で きない ．

1）3c：Pau 〃laca 尠 a （Vimalas耐 ），
7c：肋 μぬ v融 緬漉 （Sahghad 百sa

，
　Gu ロabhadra ），　Padma ρurd4a

（Ravi＄epa ），
9c；Paumac αriu （Svayambhi），

10c：Aゆ urara （Jinasena），
ルlahdipurj4a（PuSpada−

nta ），
12c：恥 衂 ’♂ぬ ゆ π川 5αcα吻 （Hcma 。andra ）・

2） anekanartakiy （）jyap　citrat巨lalay翫nvitam 　1　Z　catub ＄a ＄些iyugal5d　rasakarp 　maspaoddhatam ．

3）gha賃互chad 蜘 i巨hiIp　paddhadi巨hi叩 su 鋤 蜘 ehi1p 　／　r百s互ba即 dho　kavve　japamarpa−

　 −ahir 巨mao 　hoi〃 8．24　ekkav 冗samatt   ihapau　udd 訌magiru
，
　caudasai 　viss 巨ma 　hobhai　gapavira−

ithiru　f　rasaba ：lidhu　samiddhu 　eu 　ahiramaaru ，
　lahuatialaavasarpavirai　aimahuraaru 〃 8．25，
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−
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鯉

樹
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Ka
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